
１時間降水量 14地点
３時間降水量 16地点
６時間降水量 31地点
12時間降水量 48地点
24時間降水量 76地点
48時間降水量 124地点
72時間降水量 122地点

高知県安
あ

芸
き

郡
ぐん

馬
うま

路
じ

村
むら

魚
や

梁
な

瀬
せ 1852.5㍉

高知県長
なが

岡
おか

郡
ぐん

本
もと

山
やま

町
ちょう

本
もと

山
やま 1694.0㍉

岡山県倉敷市
倉敷 309.5㍉

広島県広島市呉 518.5㍉

【平成30年７月豪雨で各時
間降水量の観測史上１位を
更新した地点数】

【月降水量平年値】� 統計期間　1981～2010年 【６月28日から７月８日ま
での間で記録した降水量】

災害から学ぶ　～平成30年７月豪雨～

広
範
囲
に
長
時
間

　
降
り
続
い
た
大
雨

大
雨
が
予
想

　
さ
れ
る
と
き

日
頃
か
ら

　
地
域
の
特
性
を
知
る

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
す

待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
集
め
る

大
雨
が
引
き
起
こ
す
災
害

日
頃
か
ら
の
防
災
意
識

　
『
平
成
30
年
7
月
豪
雨
』
は
、
西

日
本
か
ら
東
海
地
方
を
中
心
と
し
た

広
範
囲
に
数
日
間
に
わ
た
っ
て
記
録

的
な
大
雨
が
降
り
続
い
た
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

　
特
に
気
象
庁
が
１
府
10
県
に
対
し

て
『
大
雨
特
別
警
報
』
を
発
表
し
た

７
月
６
日
㈮
か
ら
８
日
㈰
に
か
け
て
、

東
シ
ナ
海
や
日
本
の
南
海
か
ら
湿
っ

た
空
気
が
西
日
本
に
流
れ
込
み
続
け
、

次
々
と
雨
雲
が
発
生
・
発
達
し
、
大

雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
四
国
や
中
国
・
九
州
地
方
な
ど
、

多
く
の
観
測
地
点
で
24
時
間
、
48
時

間
、
72
時
間
の
降
水
量
の
値
が
観
測

史
上
１
位
を
更
新
。
６
月
28
日
㈭
か

ら
７
月
８
日
㈰
ま
で
の
総
降
水
量
が

四
国
地
方
で
は
１
千
800
㍉
を
超
え
る

な
ど
、
記
録
的
な
大
雨
が
降
っ
た
こ

と
で
、
31
道
府
県
で
多
く
の
土
砂
災

害
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
被
害
の
大
き
か
っ
た
広
島
県
呉
市

で
は
、
土
砂
災
害
に
よ
り
、
道
路
や

鉄
道
な
ど
が
寸
断
さ
れ
、
人
口
20
万

人
を
超
え
る
中
核
市
全
体
が
一
時
的

に
陸
の
孤
島
と
な
り
ま
し
た
。

　
登
別
市
で
は
、
平
成
29
年
９
月
に

台
風
第
18
号
が
接
近
し
た
影
響
で
大

雨
と
な
り
、
胆
振
幌
別
川
の
水
位
が

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
、
河
川
が
氾

濫
し
た
倉
敷
市
真
備
町
で
は
、
倉
敷

市
が
作
成
し
た
『
洪
水
・
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
浸
水
想
定
区
域
と
同
じ
区
域
で

浸
水
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
事
例
か
ら
見
て

　
ま
た
、
岡
山
県
倉
敷
市
で
は
、
１

級
河
川
の
高た

か

梁は
し

川が
わ

へ
と
注
ぐ
支
流
・

小
田
川
の
堤
防
決
壊
な
ど
に
よ
り
、

５
千
棟
以
上
の
住
家
に
全
壊
や
半
壊

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
被
害
が
集
中
し
た
呉
市
と
倉
敷
市

の
２
地
域
に
お
け
る
11
日
間
の
総
降

水
量
は
、
こ
の
期
間
で
の
総
降
水
量

が
一
番
多
か
っ
た
高
知
県
安
芸
郡
馬

路
村
魚
梁
瀬
と
比
べ
る
と
３
分
の
１

に
も
満
た
な
い
値
で
し
た
が
、
両
地

区
の
『
７
月
の
月
降
水
量
平
年
値
』

の
２
倍
以
上
の
雨
が
わ
ず
か
数
日
の

間
に
降
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、
雨
の
多

少
や
地
盤
の
固
さ
な
ど
、
地
形
な
ど

に
関
係
し
た
特
性
が
あ
り
ま
す
。

『
平
成
30
年
７
月
豪
雨
』
で
は
、
広

島
県
や
岡
山
県
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
の

よ
う
な
年
間
を
通
し
て
比
較
的
雨
が

少
な
い
地
域
に
も
、
例
年
を
は
る
か

に
超
え
る
大
雨
が
発
生
し
た
こ
と
が
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
要
因
の

一
つ
と
い
え
ま
す
。

上
昇
し
た
た
め
、
青
葉
小
学
校
な
ど

に
避
難
所
を
開
設
し
、
『
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
』
を
発
令
す
る

な
ど
の
措
置
を
と
り
ま
し
た
。
幸
い
、

氾
濫
に
は
至
ら
ず
、
大
き
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
登
別
市
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
こ

と
が
な
い
大
雨
に
い
つ
見
舞
わ
れ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
市
は
、
胆
振
幌
別
川
や
来
馬
川
、

鷲
別
川
が
約
50
年
に
１
回
程
度
起
こ

る
大
雨
に
よ
っ
て
増
水
し
、
氾
濫
し

た
場
合
の
浸
水
予
想
結
果
に
基
づ
く

浸
水
予
想
範
囲
と
そ
の
深
さ
を
表
し

た
『
河
川
洪
水
に
よ
る
浸
水
想
定
区

域
』
や
土
砂
災
害
に
よ
り
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
危

害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
『
土
砂
災

害
警
戒
区
域
』
な
ど
を
市
内
地
図
に

反
映
し
た
『
洪
水
・
土
砂
災
害
防
災

マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
、
平
成
26
年
に

全
戸
配
布
し
た
ほ
か
、
市
へ
の
転
入

時
に
随
時
配
布
し
て
い
ま
す
。

も
分
か
る
よ
う
に
災
害
は
人
知
の
及

ば
な
い
状
況
を
生
み
出
す
可
能
性
が

あ
る
も
の
の
、
今
回
の
事
例
で
は
、

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
の
有
効
性
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
や
長
い

時
間
を
過
ご
す
学
校
・
職
場
な
ど
の

地
形
な
ど
を
把
握
し
、
大
雨
な
ど
に

よ
り
水
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

危
険
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に
、
ど
の

避
難
場
所
に
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で

避
難
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
を
あ
ら
か

じ
め
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
局
地
的
な
記
録
的
短
時
間

大
雨
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
市
街

地
の
排
水
機
能
を
超
え
る
雨
水
な
ど

に
よ
り
、
側
溝
や
排
水
路
な
ど
か
ら

水
が
あ
ふ
れ
、
建
物
や
道
路
な
ど
が

浸
水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を

活
用
し
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
『
平
成
30
年
7
月
豪
雨
』
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
被
害
が
発
生
し
た
７

月
６
日
㈮
の
前
日
、
５
日
㈭
に
気
象

庁
が
会
見
を
開
き
、
記
録
的
な
大
雨
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3  ２０１８．９月号  災害から学ぶ～平成30年７月豪雨～


